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【今月の内容】
■市職員が出前講座を実施します　　２〜３
■下呂市消防操法大会結果 　　 　　　４
■大気汚染物質 PM2.5 とは 　　　　　６
■下呂市からのお知らせ　　　　　8 〜９

広
報

 　「子ども達はいろいろな話をしてくれます。 先生、あのね〜と、ニコニコ
笑顔で話す表情が大好きです」と、楽しそうに保育をしている小林雅美さん

（萩原町萩原）。 子ども達の可能性は無限大。園児ら一人一人の良さを見つ
け伸ばしていき、一緒に成長したいと励む、輝く瞳の保育士さんでした。

～キラキラ笑顔の保育士さん～
「せんせい、あのね～」
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開
か
れ
た
市
制
と

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
　
　

  

ま
ち
づ
く
り

　

開
か
れ
た
市
政
と
、
市
民
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
市
職
員
に
よ
る
「
ま

ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
を
開
設
し

ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
求
め
に
応
じ
て
、
身
近
な
暮
ら
し

に
関
す
る
分
野
の
現
状
や
各
種
施

策
な
ど
を
お
話
し
す
る
も
の
で
す
。

出
前
講
座

　お
し
な
が
き

　　

次
頁
の
一
覧
表
の
中

か
ら
、
ご
希
望
の
テ
ー

マ
を
お
選
び
く
だ
さ

い
。

○
対
象

　

利
用
で
き
る
の
は
、

市
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
す
る
、
参
加
者
が

お
お
む
ね
５
人
以
上
の
会
合
を
対

象
と
し
ま
す
。

○
会
場　

　

開
催
会
場
は
市
内
に
限
り
ま

す
。
会
場
の
確
保
や
準
備
は
、
申

込
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
時
間

　

開
催
時
間
は
、
午
前
10
時
～
午

後
９
時
ま
で
の
間
で
、
２
時
間
以

内
と
し
ま
す
。

○
経
費

　

出
前
講
座
は
無
料
で
す
が
、
資

料
や
材
料
代
な
ど
が
発
生
す
る
講

座
の
場
合
、
そ
の
費
用
は
申
込
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
そ
の
他

・
講
座
修
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
開
催
希
望
日
の
２
週
間
程
度
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
詳
細
に
つ
い
て

講
座
の
担
当
課
と
直
接
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
お
気
軽
に

　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い
」

・
出
前
講
座
の
内
容
は
次
頁
の
と

お
り
で
す
が
、
一
覧
に
な
い
内

容
で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
申
し
込
み

　

経
営
管
理
部
秘
書
広
報
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
６
３
）

アツアツの話題を
　　お届けします。

市職員が　
出前講座を
実施します

3 GERO 2013. 7

番号 講　座　名 内　容 担　当

施
策
や
事
業
の
説
明

1 ケーブルテレビとインターネット環境の整備 放送・通信基盤整備の現状 防災情報課

２ よくわかる総合計画 第一次総合計画後期基本計画 総合政策課

３ 新クリーンセンターの建設について 耐用年数が近づく環境衛生施設 環境施設課

４ 待ったなし！行政改革 行財政改革への取り組み 総務課

5 子ども・子育ての新しい仕組み 子ども・子育て新制度について 児童福祉課

6 指定管理者制度って何？ 制度の説明と市の指定管理施設 契約管財課

7 福祉のまちづくり 生活保護と障がい福祉 社会福祉課

8 美しい景観のまちづくり 景観行政団体・景観計画 建築課

9 下呂市の企業支援制度 融資制度や人材育成支援事業など 商工課

10 男女共同参画社会に向けて 男女共同参画プランの説明 総合政策課

11 下呂市医療ビジョンについて 市の地域医療確保に向けた具体的指針について 医療対策課

12 「人・農地プラン」で目指す集落的営農 地域農業存続のための取り組みについて 農務課

現
状
説
明
と
課
題

13 防ごう鳥獣害被害 農作物への被害防止対策について 農務課

14 住宅・建築物の耐震診断・木造住宅耐震補強工事について 耐震診断・耐震補強工事の助成制度について 建築課

15 これからの財政運営 25 年度予算（主要事業）と課題について 財政課

16 安全でおいしい水の供給 水道事業の役割と現状 水道事業課

17 快適な生活に下水道 下水道の役割 水道事業課

18 報告！市民の健康実態 各地域の健診結果、医療費など実態を説明 健康課

19 食と農のつながりについて 地域農業の現状・地域農業を支える消費活動・農産物の安心安全 農務課

20 医療保険制度 医療制度の概要説明 市民課

普
及
・
啓
発

　
　

21 特定健康診査でわかること（地域版・事業所版） 20年度から変わった健診の目的と実施内容 健康課

22 ８人に１人が慢性腎臓病！ 大切な腎臓を守るための生活について 健康課

23 介護保険制度について 介護保険の制度説明 高齢福祉課

24 介護相談と介護予防 介護予防と在宅介護の裏ワザ 包括支援課

25 認知症を理解しよう 病気としての正しい知識や予防方法など 包括支援課

26 知っていますか 議会の仕組み 議会の役割と仕組み 議会総務課

27 たのしく学ぶ「選挙制度」 わかりやすく選挙制度を解説 総務課

28 市税について知ろう 市税についての知識を深めます 税務課

29 ホスピタリティ都市宣言のまち ホスピタリティあふれるまちづくり、下呂市観光計画について 観光課

30 消費生活講座・あなたも狙われている悪徳商法 悪徳商法の手口や実例とその対処方法 商工課

31 救命救急講座 応急手当の基礎知識や技術の習得 各消防署

32 普通救命講習会（３時間コース） 応急手当の重要性・心肺蘇生法・ＡＥＤの使用法 各消防署

33 防火・防災講座 自分の命と地域を守る日ごろの備え 消防総務課・予防課・防災情報課

34 ごみ分別・減量とリサイクル ごみの分け方と出し方、ごみ減量とリサイクルの説明 環境課

35 クリーンセンター見学会 ごみの現状と処理を現場で学習 環境施設課

36 あなたも糖尿病予備軍？ 糖尿病を予防する生活について学びます 健康課

37 あなたは大丈夫？ 今話題のメタボリックシンドローム 今話題のメタボリックシンドロームとその解消法を学びます 健康課

38 子どもの病気Ｑ＆Ａ 子どもがかかりやすい病気とその対応 健康課

39 親子で学ぼう、食育の楽しさ 安全で子どもの成長を助ける食事を親子で学びます 健康課

40 公共交通を考えよう 市の公共交通について学び理解を深める 地域振興課

41 片田敏孝教授講演ビデオ上映 釜石市の子どもたちに学ぶ防災意識向上 防災情報課

まちづくり出前講座おしながき 申込先　経営管理部秘書広報課
　　　　  ☎２４-２２２２（内線２６３）
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―
水
源
地
域
保
全
体
験
研
修
― 

“
緑
の
ダ
ム
”の
大
切
さ

　
６
月
２
日
、
馬
瀬
地
域
で
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
土

砂
災
害
避
難
訓
練
が
あ
り
、
市

民
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
土
砂
災
害
の
発
生
を
予
測
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
市
か
ら

の
情
報
だ
け
で
な
く
近
く
の
山

や
谷
な
ど
に
普
段
と
違
う
様
子

が
あ
っ
た
ら
、
早
急
に
避
難
す

る
よ
う
確
認
し
ま
し
た
。
　
　

　
　【
総
務
部
・
防
災
情
報
課
】西村公民館に集合した市民

日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
し
、
標

的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
と
規
律
や

安
全
性
、
迅
速
性
な
ど
の
操
法
技

術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
競
技
の
結
果
、
下
呂
方
面
隊
第

１
分
団
第
３
部
（
森
）
が
優
勝
。

同
チ
ー
ム
は
、
８
月
４
日
に
可
児

市
で
開
催
さ
れ
る
、
第
62
回
岐
阜

県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
上
位
の
成
績
】　（
敬
称
略
）

◆
優

　勝
　
下
呂
方
面
隊
第
１
分

団
第
３
部
（
森
）

○指
田
中
秀
典
①
平
出
俊
明
②
松
田

寛
司
③
小
林
保
緒
④
斎
藤
貴
之

◆
準
優
勝
　
下
呂
方
面
隊
第
１
分

団
第
２
部
（
湯
之
島
）

○指
野
村
敬
吾
①
小
原
健
嗣
②
片
野

拓
朗
③
西
浩
樹
④
加
藤
宏
輔

◆
三

　位
　
萩
原
方
面
隊
第
２
分

団
（
上
上
呂
）

○指
小
池
章
①
桂
川
祐
輝
②
奥
田
将

③
齊
藤
健
二
④
舩
坂
満

　
　

　
　【
消
防
本
部
・
消
防
総
務
課
】

―
自
助
・
共
助
・
公
助
― 

土
砂
災
害
に
備
え
て

　
６
月
16
日
、
馬
瀬
憩
い
の
広
場

で
、
第
10
回
下
呂
市
消
防
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
市
消
防
団
の
各
方

面
隊
か
ら
計
11
チ
ー
ム
の
代
表
が

参
加
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
、

第
10
回
下
呂
市
消
防
操
法
大
会

地
域
審
議
会
委
員
の
委
嘱

　
地
域
審
議
会
は
、
市
の
主
要
事
業

の
進
捗
状
況
に
関
す
る
事
項
や
、
市

長
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
を
行

う
ほ
か
、
各
地
域
の
振
興
に
関
し
て

市
長
に
提
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
任
期
は
１
年
間
。
各
地
域
の
委

員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
、

◎
は
会
長
、
○
は
副
会
長
）

■
萩
原

　◎
中
島
登
志
男
、
○
島
良

直
、
黒
木
俊
彦
、
二
村
文
康
、
松
井

明
彦
、
今
井
浩
平
、
各
務
敏
文
、
熊

﨑
美
智
子
、
小
林
容
子
、
二
ッ
谷
恵

■
小
坂

　◎
熊
﨑
孔
平
、
○
中
谷
敬

子
、
熊
﨑
武
久
、
今
井
知
栄
、
古
瀬

眞
希
、
今
井
学
、
皆
越
真
佐
代
、
大

森
清
雄
、
今
井
智
也
、
熊
沢
聡
子

■
下
呂

　◎
田
口
優
、
○
中
川
伸
一

郎
、
蓑
島
晃
子
、
日
下
部
恵
子
、
川

上
千
賀
子
、各
務
真
美
子
、一
木
幸
男
、

熊
﨑
力
、
今
井
正
規
、
細
江
孝
広

■
金
山

　◎
加
藤
陽
一
、
○
藤
原
由

美
子
、
佐
古
好
隆
、
岩
佐
恒
憲
、
田

口
則
夫
、
熊
﨑
美
惠
子
、
佐
古
宏
幸
、

山
内
克
支
、
山
田
真
里
子
、
田
口
哲

■
馬
瀬

　◎
林
芳
樹
、
○
中
川
誠
、

二
村
ナ
ナ
子
、
二
村
忠
秀
、
寶
賢
一
、

藤
澤
辰
也
、
山
本
志
保
子
、
細
江
敦
、

熊
崎
ゆ
か
り
、
二
村
隆
弘

　【
経
営
管
理
部
・
地
域
振
興
課
】

　
下
呂
市
民
憲
章
の
文
案
募
集
に
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。一
般
応
募
39
件
、小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
か
ら
１
８
３
５
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
憲
章
検

討
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
“
声
”
を
活
か
し
な
が
ら
、

市
民
憲
章
の
原
案
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
経
営
管
理
部
・
総
合
政
策
課
】

　
５
月
30
・
31
日
、
下
呂
市
と
上
下

流
域
交
流
が
あ
る
尾
張
水
道
連
絡
協

議
会
（
事
務
局
・
愛
知
県
一
宮
市
）
の

会
員
ら
31
名
が
当
市
を
訪
れ
、
間
伐

や
ス
ギ
苗
の
植
林
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
水
源
地
域
の

林
業
現
場
を
体
験
す
る
こ
と
で

「
緑
の
ダ
ム
」
と
い
わ
れ
る
森
林

の
役
割
を
知
り
、
水
環
境
の
保

全
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　【
農
林
部
・
林
務
課
】伐採跡地に植林する会員ら

市
民
憲
章
に
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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ル
ー
ル
を
守
り

　
再
資
源
化
に

　  
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
一
般
家
庭
か
ら
収
集
運
搬
や

直
接
搬
入
に
よ
り
処
分
す
る
際

に
は
、
ご
み
の
出
し
方
な
ど
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
適
切
な
処

分
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
対
象
品

・
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク

  

が
あ
る
ボ
ト
ル

・
飲
料
用
、
し
ょ
う
ゆ
、
酒
用

の
ボ
ト
ル
な
ど
（
※
食
用
油

の
ボ
ト
ル
は
対
象
外
）

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

・
フ
タ
を
は
ず
す

・
表
面
の
フ
ィ
ル
ム
は
取
ら
な
い

・
つ
ぶ
さ
ず
に
中
を
水
洗
い
す
る

・
収
集
に
出
す
際
に
は
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
専
用
袋
」
に
入
れ
る

※
汚
損
・
破
損
し
て
い
る
も
の

や
、
加
工
し
た
も
の
、
切
り

く
ず
な
ど
は
「
も
え
る
ご
み
」

と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　【
環
境
部
・
環
境
施
設
課
】

再商品化事業者
（※現在は長野県内）

収集・選別
圧縮・梱包

洗浄・粉砕・分離など

●繊　維　　・フロアーマット　・自動車関連
　　　　　　・テント　　　　　・カーテン
●シート　　・卵のパック　　　・クリアファイル
　　　　　　・除草シートなど
●ボトル　　・飲料用ボトル　　・洗剤用ボトル
●成形品　　・回収ボックス　　・ボールペン
　　　　　　・排水マスのふたなど
●その他　　・結束バンドなど

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
資
源
化

第２回（シリーズ全 3 回）

　
全
３
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
「
ご
み
処
理
を
考

え
る
」
で
は
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
中

か
ら
再
資
源
化
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
活
用
方
法
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
資
源
化
の
工
程
と
、
い
ま
一
度

ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
み
処
理
を
考
え
る

ペットボトル再資源化工程

約７割が再生

◆
約
７
割
が
再
生
資
源
に

　
平
成
24
年
度
の
実
績
と
し
て
、

ご
み
収
集
や
直
接
搬
入
に
よ
り
約

87
ト
ン
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
、
下

呂
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
集
め

ら
れ
ま
し
た
。

①
集
め
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
市
の
処

理
施
設
で
職
員
の
手
作
業
に
よ
り
、
再

資
源
化
で
き
る
も
の
と
廃
棄
処
分
さ
れ

る
も
の
に
選
別
さ
れ
ま
す
。

②
選
別
後
は
専
用
の
機
械
で
圧
縮
・
梱
包

作
業
を
行
い
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
再
商
品

化
施
設
へ
と
運
搬
さ
れ
ま
す
。
再
資
源

化
の
対
象
と
な
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

量
は
61
ト
ン
で
、
集
め
ら
れ
た
全
体
量

の
約
７
割
に
あ
た
り
ま
す
。

③
再
商
品
化
施
設
に
集
め
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
洗
浄
・
粉
砕
・
分
離
な
ど
の
処

理
加
工
が
行
わ
れ
、
薄
片
状
の
フ
レ
ー
ク

や
丸
薬
状
の
ペ
レ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
リ
サ

イ
ク
ル
商
品
の
原
料
に
な
り
ま
す
。

④
製
造
さ
れ
た
原
料
か
ら
は
ボ
ト
ル
類
・

繊
維
類
・
シ
ー
ト
類
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
な

ど
の
成
形
品
の
ほ
か
、
身
の
回
り
で
見

か
け
る
多
く
の
生
活
用
品
が
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
と
し
て
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
家
庭
や
事
業
所
な

ど
か
ら
廃
棄
物
と
し
て
排
出
さ
れ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
貴
重
な
資

源
と
し
て
再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
下
呂
市
で
は

約
３
割
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
廃
棄

処
分
と
な
り
、
再
資
源
化
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
資
源
ご
み
が
有
効
に

再
利
用
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
処
理
・

処
分
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

フレーク ペレット

平成23年度
リサイクル製品内訳
（H23.4 ～ H24.6 の販売実績）

公益財団法人日本容器包装リサイクル協会資料

繊 維　
50.6%シート　

38.7%

ボトル 5.4%

成形品 5.1%
その他　
0.2%

④再商品化製品利用

③

②①

下呂市クリーンセンター
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【
屋
内
で
は
】

　
不
必
要
な
外
出
は
で
き
る
だ
け

控
え
、
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要

最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
マ
ス
ク
の
着
用
】

　
花
粉
症
対
策
な
ど
の
一
般
用
マ

ス
ク
で
は
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
よ

う
で
す
。
吸
入
防
止
効
果
の
高
い

防
塵
マ
ス
ク
を
購
入
す
る
際
は
、

効
果
や
性
能
に
つ
い
て
調
剤
薬
局

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
空
気
洗
浄
機
】

　
フ
ィ
ル
タ
ー
の
有
無
や
性
能
な

ど
機
種
に
よ
っ
て
有
効
性
が
異
な

る
た
め
、
詳
し
く
は
製
品
表
示
や

販
売
店
・
メ
ー
カ
ー
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◉
市
内
保
育
園
の
対
応

【
開
園
】
保
育
時
間
、
通
園
バ
ス

と
も
に
通
常
通
り
で
す
。

な
に
？
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

◉
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
・
・
・

　

粒
の
大
き
さ
が
２
・
５
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
（
※
１
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
は
、
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
千

分
の
一
）
の
微
小
粒
子
状
物
質
で

す
。
こ
の
物
質
は
髪
の
毛
の
30
分

の
１
以
下
の
大
き
さ
で
非
常
に
小

さ
な
粒
子
で
あ
り
、
呼
吸
器
系
の

奥
深
く
ま
で
入
り
や
す
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
人
の
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
主
な
発
生
源

　

も
の
が
燃
焼
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
排
出
さ
れ
た
り
、
大
気
中

で
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
粒
子
化

し
た
り
す
る
こ
と
で
発
生
し
ま

ム
（
大
気
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の

含
有
量
）
を
超
え
た
場
合
で
あ
っ
て
、

か
つ
、
同
３
局
の
早
朝
の
１
時
間
値

の
平
均
値
が
全
て
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ

ム
を
超
え
た
場
合
に
、
岐
阜
県
全
域

が
注
意
喚
起
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
県
の
発
表
を
受
け
、
午
前
７
時

30
分
か
ら
８
時
こ
ろ
に
か
け
て

「
下
呂
市
全
域
」
に
防
災
行
政

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
注
意
喚
起
の
解
除
基
準

①
岐
阜
市
内
３
局
の
１
時
間
値
が

全
て
50
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
以
下

に
な
っ
た
場
合
。

②
①
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、

日
没
時
間
を
経
過
し
た
場
合
は

自
動
的
に
解
除
と
な
り
ま
す
。

◉
注
意
喚
起
発
令
時
の
対
処

【
屋
外
で
は
】

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
を
大
量
に
吸
い
込
ま
な

い
よ
う
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
長
時
間

の
激
し
い
運
動
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

大
気
汚
染
物
質
Ｐ
Ｍ
２
・５
と
は

【
保
育
】
屋
外
で
の
長
時
間
の
運

動
を
避
け
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
や
ぜ
ん
そ
く
の
既
往
歴
が
あ

る
園
児
は
、
症
状
が
悪
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
マ
ス
ク
を
着
用
し

園
外
活
動
は
避
け
ま
す
。

※
園
児
が
常
に
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
配

慮
し
保
育
を
実
施
し
ま
す
が
、
保
育
に
つ

い
て
は
保
護
者
の
判
断
と
し
、
登
園
時
は

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◉
市
内
小
中
学
校
の
対
応

【
児
童
生
徒
の
対
応
】

①
通
常
通
り
登
校
す
る
。

②
外
で
の
学
習
活
動
や
遊
び
を
控

え
る
。

③
喚
気
や
窓
の
開
閉
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
。

※
お
子
さ
ん
の
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ぜ
ん
そ

く
な
ど
の
既
往
歴
に
よ
り
、
ご
心
配

の
あ
る
場
合
は
保
護
者
の
判
断
で
マ

ス
ク
の
携
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
Ｐ
Ｍ
２
・
５
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

環
境
省http://www.env.go.jp/

air/osen/pm
/info.htm

l

岐
阜
県https://www.pref.gifu.

lg.jp/kankyo/taiki/kensasokuho/
sokuhou.htm

l

　
　
　
　
　【
環
境
部
・
環
境
課
】

す
。
も
の
の
燃
焼
な
ど
に
よ
る
発

生
を
一
次
生
成
（
ば
い
煙
、
粉
じ

ん
施
設
、
自
動
車
、
航
空
機
、
火

山
、た
ば
こ
の
煙
な
ど
）
と
い
い
、

大
気
中
の
化
学
反
応
に
よ
り
発
生

す
る
も
の
（
硫
黄
酸
化
物
、
窒
素

酸
化
物
な
ど
）
を
二
次
生
成
と
い

い
ま
す
。

◉
健
康
へ
の
影
響

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
粒
子
は
目
に
見
え

な
い
ほ
ど
小
さ
な
物
質
で
す
。
そ

の
た
め
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
込

み
や
す
く
、
ぜ
ん
そ
く
や
気
管
支

炎
な
ど
の
呼
吸
器
・
循
環
器
系
疾

患
な
ど
の
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
お
年
寄
り
や
小
さ
な
子
ど

も
な
ど
は
影
響
を
受
け
や
す
い
と
考

え
ら
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◉
県
内
の
注
意
喚
起
の
発
表
基
準

　
岐
阜
市
内
３
局
の
測
定
箇
所
の
早

朝
（
午
前
５
時
～
７
時
）
の
１
時
間

値
の
い
ず
れ
か
が
85
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
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　現
在
、
市
で
は
お
子
さ
ん

や
子
育
て
中
の
保
護
者
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
で
は
「
下
呂
市
家
庭

教
育
支
援
チ
ー
ム
」
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

下
呂
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
取
り
組
み

（ＱＲコード）
gero-shien333@polka.ocn.ne.jp

○
Ｕ
Ｐ
カ
フ
ェ
開
催
情
報

▼
７
月
９
日
・
あ
さ
ん
ず
会
館

▼
９
月
10
日
・
あ
さ
ん
ず
会
館

▼
９
月
17
日
・
金
山
市
民
会
館

▼
10
月
３
日
・
馬
瀬
中
央
公
民

館
▼
10
月
８
日
・
小
川
区
集
会

所
▼
11
月
12
日
・
小
坂
健
康
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
12
月
10
日
・

あ
さ
ん
ず
会
館
▼
２
月
４
日
・

金
山
市
民
会
館
▼
３
月
11
日
・

小
坂
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
の
会
場
も
10
時
か
ら

○
赤
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
開
催
情
報

▼
７
月
９
日
・
金
山
市
民
会
館
▼

８
月
30
日
・
星
雲
会
館
▼
９
月
10

日
・
金
山
市
民
会
館
▼
10
月
18
日
・

星
雲
会
館
▼
11
月
12
日
・
金
山
市

民
会
館
▼
12
月
13
日
・
星
雲
会
館

▼
１
月
14
日
・
金
山
市
民
会
館
▼

２
月
21
日
・
星
雲
会
館
▼
３
月
18

日
・
金
山
市
民
会
館

※
い
ず
れ
の
会
場
も
10
時
か
ら

○
Ｕ
Ｐ（
ア
ッ
プ
）カ
フ
ェ
の
開
催

　　

市
内
各
所
で
開
催
し
て
い
る
こ

の
取
り
組
み
は
、
話
し
合
い
の
前

に
読
み
聞
か
せ
や
音
楽
鑑
賞
、
大

道
芸
や
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
、
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
雰
囲
気
を
演
出

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
６
～
８
人
程
度
の
小

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
手
作
り

お
菓
子
と
お
茶
を
楽
し
み
な
が

ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
話
し
合

い
ま
す
。

「
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
は
自
分
」

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
参
加
者
自
身

が
テ
ー
マ
を
決
め
て
話
し
合
い
ま

す
。
子
ど
も
の
年
齢
に
関
係
な
く

誰
で
も
参
加
で
き
、
子
育
て
の
悩

み
だ
け
で
な
く
情
報
交
換
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
内
で
は
、
異
年
齢
の

子
ど
も
を
持
つ
親
同
士
な
ら
で
は

の
会
話
も
弾
み
「
先
輩
マ
マ
の
話

に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
」と
い
っ

た
感
想
や
、「
悩
ん
で
い
る
の
は
自

分
だ
け
じ
ゃ
な
い
」「
共
感
し
て
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
安
心

す
る
参
加
者
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

○
赤
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
の
開
催

　
　

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
に
し
た

交
流
の
場
で
す
。
飲
み
物
と
手

作
り
お
や
つ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

日
々
の
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。
上
の
年
齢
の
子
ど
も
が

い
る
場
合
は
、
別
室
で
託
児
を
し

ま
す
の
で
、
じ
っ
く
り
話
し
合
い

に
参
加
で
き
ま
す
。
同
年
齢
の
子

を
持
つ
お
母
さ
ん
が
集
ま
る
場

は
、
友
人
作
り
や
情
報
交
換
に
大

切
な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
誰
で
も
気
軽
に
参
加

　
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
代
表

の
熊
崎
淑し
ゅ
くさ
ん
は
「
こ
の
事
業
は

親
御
さ
ん
同
士
の
横
の
つ
な
が
り

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
、
参
加

者
が
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
で
、
明
日
へ

の
活
力
に
な
る
よ
う
に
と
心
掛
け

て
い
ま
す
。
市
内
各
地
域
で
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

　
　○

申
し
込
み

　　

今
回
ご
紹
介
し
ま
し
た
Ｕ
Ｐ

カ
フ
ェ
・
赤
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
で

は
、参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
で
開
催
情
報
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、
右
下
の
ア
ド
レ
ス
ま

で
①
名
前
②
携
帯
電
話
番
号
を
送

信
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
下
呂
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

熊
崎
・
０
９
０
‐
７
３
１
７
‐
０
３
８
３
】

ゆる体操を楽しむ母と子
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【
屋
内
で
は
】

　
不
必
要
な
外
出
は
で
き
る
だ
け

控
え
、
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要

最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
マ
ス
ク
の
着
用
】

　
花
粉
症
対
策
な
ど
の
一
般
用
マ

ス
ク
で
は
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
よ

う
で
す
。
吸
入
防
止
効
果
の
高
い

防
塵
マ
ス
ク
を
購
入
す
る
際
は
、

効
果
や
性
能
に
つ
い
て
調
剤
薬
局

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
空
気
洗
浄
機
】

　
フ
ィ
ル
タ
ー
の
有
無
や
性
能
な

ど
機
種
に
よ
っ
て
有
効
性
が
異
な

る
た
め
、
詳
し
く
は
製
品
表
示
や

販
売
店
・
メ
ー
カ
ー
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◉
市
内
保
育
園
の
対
応

【
開
園
】
保
育
時
間
、
通
園
バ
ス

と
も
に
通
常
通
り
で
す
。

な
に
？
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

◉
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
・
・
・

　

粒
の
大
き
さ
が
２
・
５
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
（
※
１
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
は
、
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
千

分
の
一
）
の
微
小
粒
子
状
物
質
で

す
。
こ
の
物
質
は
髪
の
毛
の
30
分

の
１
以
下
の
大
き
さ
で
非
常
に
小

さ
な
粒
子
で
あ
り
、
呼
吸
器
系
の

奥
深
く
ま
で
入
り
や
す
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
人
の
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
主
な
発
生
源

　

も
の
が
燃
焼
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
排
出
さ
れ
た
り
、
大
気
中

で
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
粒
子
化

し
た
り
す
る
こ
と
で
発
生
し
ま

ム
（
大
気
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の

含
有
量
）
を
超
え
た
場
合
で
あ
っ
て
、

か
つ
、
同
３
局
の
早
朝
の
１
時
間
値

の
平
均
値
が
全
て
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ

ム
を
超
え
た
場
合
に
、
岐
阜
県
全
域

が
注
意
喚
起
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
県
の
発
表
を
受
け
、
午
前
７
時

30
分
か
ら
８
時
こ
ろ
に
か
け
て

「
下
呂
市
全
域
」
に
防
災
行
政

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
注
意
喚
起
の
解
除
基
準

①
岐
阜
市
内
３
局
の
１
時
間
値
が

全
て
50
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
以
下

に
な
っ
た
場
合
。

②
①
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、

日
没
時
間
を
経
過
し
た
場
合
は

自
動
的
に
解
除
と
な
り
ま
す
。

◉
注
意
喚
起
発
令
時
の
対
処

【
屋
外
で
は
】

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
を
大
量
に
吸
い
込
ま
な

い
よ
う
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
長
時
間

の
激
し
い
運
動
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

大
気
汚
染
物
質
Ｐ
Ｍ
２
・５
と
は

【
保
育
】
屋
外
で
の
長
時
間
の
運

動
を
避
け
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
や
ぜ
ん
そ
く
の
既
往
歴
が
あ

る
園
児
は
、
症
状
が
悪
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
マ
ス
ク
を
着
用
し

園
外
活
動
は
避
け
ま
す
。

※
園
児
が
常
に
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
配

慮
し
保
育
を
実
施
し
ま
す
が
、
保
育
に
つ

い
て
は
保
護
者
の
判
断
と
し
、
登
園
時
は

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◉
市
内
小
中
学
校
の
対
応

【
児
童
生
徒
の
対
応
】

①
通
常
通
り
登
校
す
る
。

②
外
で
の
学
習
活
動
や
遊
び
を
控

え
る
。

③
喚
気
や
窓
の
開
閉
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
。

※
お
子
さ
ん
の
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ぜ
ん
そ

く
な
ど
の
既
往
歴
に
よ
り
、
ご
心
配

の
あ
る
場
合
は
保
護
者
の
判
断
で
マ

ス
ク
の
携
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
Ｐ
Ｍ
２
・
５
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

環
境
省http://www.env.go.jp/

air/osen/pm
/info.htm

l

岐
阜
県https://www.pref.gifu.

lg.jp/kankyo/taiki/kensasokuho/
sokuhou.htm

l

　
　
　
　
　【
環
境
部
・
環
境
課
】

す
。
も
の
の
燃
焼
な
ど
に
よ
る
発

生
を
一
次
生
成
（
ば
い
煙
、
粉
じ

ん
施
設
、
自
動
車
、
航
空
機
、
火

山
、た
ば
こ
の
煙
な
ど
）
と
い
い
、

大
気
中
の
化
学
反
応
に
よ
り
発
生

す
る
も
の
（
硫
黄
酸
化
物
、
窒
素

酸
化
物
な
ど
）
を
二
次
生
成
と
い

い
ま
す
。

◉
健
康
へ
の
影
響

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
粒
子
は
目
に
見
え

な
い
ほ
ど
小
さ
な
物
質
で
す
。
そ

の
た
め
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
込

み
や
す
く
、
ぜ
ん
そ
く
や
気
管
支

炎
な
ど
の
呼
吸
器
・
循
環
器
系
疾

患
な
ど
の
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
お
年
寄
り
や
小
さ
な
子
ど

も
な
ど
は
影
響
を
受
け
や
す
い
と
考

え
ら
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◉
県
内
の
注
意
喚
起
の
発
表
基
準

　
岐
阜
市
内
３
局
の
測
定
箇
所
の
早

朝
（
午
前
５
時
～
７
時
）
の
１
時
間

値
の
い
ず
れ
か
が
85
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
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　現
在
、
市
で
は
お
子
さ
ん

や
子
育
て
中
の
保
護
者
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
で
は
「
下
呂
市
家
庭

教
育
支
援
チ
ー
ム
」
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

下
呂
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
取
り
組
み

（ＱＲコード）
gero-shien333@polka.ocn.ne.jp

○
Ｕ
Ｐ
カ
フ
ェ
開
催
情
報

▼
７
月
９
日
・
あ
さ
ん
ず
会
館

▼
９
月
10
日
・
あ
さ
ん
ず
会
館

▼
９
月
17
日
・
金
山
市
民
会
館

▼
10
月
３
日
・
馬
瀬
中
央
公
民

館
▼
10
月
８
日
・
小
川
区
集
会

所
▼
11
月
12
日
・
小
坂
健
康
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
12
月
10
日
・

あ
さ
ん
ず
会
館
▼
２
月
４
日
・

金
山
市
民
会
館
▼
３
月
11
日
・

小
坂
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
の
会
場
も
10
時
か
ら

○
赤
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
開
催
情
報

▼
７
月
９
日
・
金
山
市
民
会
館
▼

８
月
30
日
・
星
雲
会
館
▼
９
月
10

日
・
金
山
市
民
会
館
▼
10
月
18
日
・

星
雲
会
館
▼
11
月
12
日
・
金
山
市

民
会
館
▼
12
月
13
日
・
星
雲
会
館

▼
１
月
14
日
・
金
山
市
民
会
館
▼

２
月
21
日
・
星
雲
会
館
▼
３
月
18

日
・
金
山
市
民
会
館

※
い
ず
れ
の
会
場
も
10
時
か
ら

○
Ｕ
Ｐ（
ア
ッ
プ
）カ
フ
ェ
の
開
催

　　

市
内
各
所
で
開
催
し
て
い
る
こ

の
取
り
組
み
は
、
話
し
合
い
の
前

に
読
み
聞
か
せ
や
音
楽
鑑
賞
、
大

道
芸
や
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
、
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
雰
囲
気
を
演
出

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
６
～
８
人
程
度
の
小

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
手
作
り

お
菓
子
と
お
茶
を
楽
し
み
な
が

ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
話
し
合

い
ま
す
。

「
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
は
自
分
」

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
参
加
者
自
身

が
テ
ー
マ
を
決
め
て
話
し
合
い
ま

す
。
子
ど
も
の
年
齢
に
関
係
な
く

誰
で
も
参
加
で
き
、
子
育
て
の
悩

み
だ
け
で
な
く
情
報
交
換
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
内
で
は
、
異
年
齢
の

子
ど
も
を
持
つ
親
同
士
な
ら
で
は

の
会
話
も
弾
み
「
先
輩
マ
マ
の
話

に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
」と
い
っ

た
感
想
や
、「
悩
ん
で
い
る
の
は
自

分
だ
け
じ
ゃ
な
い
」「
共
感
し
て
も

ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
安
心

す
る
参
加
者
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

○
赤
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
の
開
催

　
　

０
歳
児
の
親
子
を
対
象
に
し
た

交
流
の
場
で
す
。
飲
み
物
と
手

作
り
お
や
つ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

日
々
の
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。
上
の
年
齢
の
子
ど
も
が

い
る
場
合
は
、
別
室
で
託
児
を
し

ま
す
の
で
、
じ
っ
く
り
話
し
合
い

に
参
加
で
き
ま
す
。
同
年
齢
の
子

を
持
つ
お
母
さ
ん
が
集
ま
る
場

は
、
友
人
作
り
や
情
報
交
換
に
大

切
な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
誰
で
も
気
軽
に
参
加

　
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
代
表

の
熊
崎
淑し
ゅ
くさ
ん
は
「
こ
の
事
業
は

親
御
さ
ん
同
士
の
横
の
つ
な
が
り

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
、
参
加

者
が
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
で
、
明
日
へ

の
活
力
に
な
る
よ
う
に
と
心
掛
け

て
い
ま
す
。
市
内
各
地
域
で
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

　
　○

申
し
込
み

　　

今
回
ご
紹
介
し
ま
し
た
Ｕ
Ｐ

カ
フ
ェ
・
赤
ち
ゃ
ん
カ
フ
ェ
で

は
、参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
で
開
催
情
報
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、
右
下
の
ア
ド
レ
ス
ま

で
①
名
前
②
携
帯
電
話
番
号
を
送

信
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
下
呂
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

熊
崎
・
０
９
０
‐
７
３
１
７
‐
０
３
８
３
】

ゆる体操を楽しむ母と子



お 知 ら せ

◆保険証を更新します
　現在お持ちの後期高齢者医療制度の保険証（被
保険者証）は、有効期限が 7 月 31 日までです。
　8 月 1 日からの新しい保険証（うすい紫色）は 7
月中にお送りします。新しい保険証が届いたら古い
保険証は破棄してください。
◆ 25 年度の保険料が決定しました
　平成 24 年中の所得確定に伴い、今年度の保険料
額が決定しました。5 月末までに岐阜県の後期高齢
者医療制度に加入していた方には、「後期高齢者医
療保険料額決定通知書」を 7 月中にお送りします。
保険料額や納付方法についてご確認ください。
◇問合先／市民部市民課 ☎ 24-2222 （内線 116）

　後期高齢者医療制度からのお知らせ

外国人住民の方も
住基ネットの運用開始

　弁護士・司法書士・税理士による相談や融資・保証・
税金・介護などの無料相談会を開催します。
◆参加資格　どなたでも
◆期　日　８月３日（土）　 ◆時　間　９時～１２時
◆場　所　星雲会館　　　◆参加料   無　料
弁護士によるなんでも相談会は予約制（受付は7月29 日午前９時～）
◇申込・問合先／岐阜県労働者福祉協議会飛騨支部
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0577-57-7211

　　　　無料なんでも相談会

   住基ネットとは、住民の方々の利便性の向上など
のため、住民基本台帳をネットワーク化した全国共
通のネットワークシステムです。
　運用にあたって、外国人住民の方がご自分で手続
きを行っていただく必要はありません。

【運用により変わる主なこと】
◎外国人住民の方の住民票に住民票コードが記載さ

れます。
住民票コードとは、住基ネットにおいて全国共通
の本人確認を行うにあたって必要不可欠な 11 桁の
番号です。7 月 8 日以降にその住民票コードの通
知書が送付されますので大切に保管してください。

◎住民基本台帳カード（住基カード）の交付を受け
ることができるようになります。
住基カードはセキュリティに優れたＩＣカード
で、「写真付き住基カード」は公的な身分証明書
としても使えます。下呂市に住民登録のある方
でしたら、市民課および各振興事務所（馬瀬を
除く）の窓口で交付の申請ができます。

◇問合先／市民部市民課　☎　24-2222（内線 121）
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下呂市就職ガイダンス

　Ｕターン、Ⅰターン、Ｊターンの就職希望者、また一般求職者などを
対象とした下呂市の就職ガイダンスを開催します。
　様々な業種の事務所が参加されますので、どなたでもお気軽にご来場ください。
　農業への独立経営を目指す、下呂市就農相談会も同時開催します。

日 時：７月２3 日（火）１３時～１６時
会 場：星雲会館　２階天慶の間（下呂市萩原町萩原 1166-8）

【問合先】観光商工部商工課　☎２４－２２２２（内線１５５）　農林部農務課　☎５２－１９６５（直通）

●入 場 無 料

●入退場自由

●履歴書不要

主催／下呂市　　共催／ハローワーク高山・ハローワーク美濃加茂　　後援／岐阜県

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
支
え
あ
い
の
地
域
社
会

下呂市就農相談会

◆期間　7 月10 日（水）から 11 月中旬まで毎週水曜・
　　　　土曜開催！
◆時間　10 時～ 11 時（商品がなくなり次第終了）
◆場所　湯之島ワイワイ広場
※マイバックの持参にご協力ください。ポイントカー
ド 10 Ｐで粗品進呈。いきいき青空市は一緒に地元
野菜を販売していただける出店者を募集しています。
◇問合先／農林部農務課　☎ 52-1965（直通）

いきいき青空市開催！

夏の交通安全県民運動
ゆずりあう心で 夏の交通事故防止
・全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底
・子どもの交通事故防止
・飲酒運転の根絶

７月11日㈭～20日㈯
種別 団地名 住戸番号 構造・階数 間取り 家賃（円） 建設年度 住所
公営 相原団地 １０３号 中層耐火３階建 3ＤK 16,000～31,400 Ｓ58 金山町金山

7 月募集住宅 ◆募集期間▷ 7月 1 日～ 25 日まで　◆入居予定日▷ 9月 1 日
◇問合先／建設部建築課 ☎ 52-2000  内線 218

就業支援講習会受講者の募集

92010. 9

お
知
ら
せ
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　岐阜県ひとり親家庭就業・自立支援センターでは、
母子家庭のお母さん（父子家庭のお父さんを含む）を
対象に、就業を支援するための講習会を開催します。
◆講習項目　介護職員初任者研修・医療事務講習
◆受 講 料　無料（ただし教材費は本人負担です）
◆申込期間　7月1日（月）～ 7月18日（木）
◆申込方法　児童福祉課へ電話でお申込みください。
◆面  接  日　応募者の中から、抽選により受講者（面
接者）を決定します。受講者には、母子家庭の母な
どに対し就業を支援する「ひとり親自立支援プログ
ラム策定事業」にご協力いただきます。
　面接日は 8月23日（金）10時～16時、会場は飛騨
総合庁舎（高山市）です。
◇申込・問合先／福祉部児童福祉課
　　　　　　　　　　　　　☎ 52-2882（直通）

　自衛官採用説明会
開催日／ 7 月 27 日（土）、28 日（日）
　　　　8 月 3 日（土）、4 日（日）、8 日（木）
会　場／高山市花岡町　自衛隊高山出張所
　　　　（高山ビル２階）10 時～17 時
◆問合先／自衛隊高山出張所　☎0577-32-3028

下
呂
市
職
員
の
募
集

◆
職
種

①
一
般
行
政
職
Ａ
（
若
干
名
）

②
一
般
行
政
職
Ｂ
（
若
干
名
）

③
消
防
職
（
若
干
名
）

④
消
防
職（
救
急
救
命
士
）（
若
干
名
）

⑤
保
健
師
（
若
干
名
）

⑥
保
育
士
（
若
干
名
）

⑦
栄
養
士
（
若
干
名
）

※
①
②
③
に
つ
い
て
は
選
考
時
、

高
校
新
卒
者
の
優
遇
措
置
あ
り
。

◆
応
募
資
格

〔
共
通
〕
昭
和
58
年
４
月
２
日
（
②

の
み
昭
和
48
年
４
月
２
日
）
か
ら

平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。
採
用
後
は
原
則
市
内
に

住
所
を
有
す
る
こ
と
。

高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
に
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
。

②
→
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
６
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
。
自
力

通
勤
が
で
き
、
介
助
者
な
し
で
職

務
遂
行
が
可
能
な
方
。
活
字
印
刷

文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
方
。

④
→
救
急
救
命
士
資
格
を
有
す
る

方
。

平
成
26
年
度
採
用
　
高
卒
以
上
対
象

⑤
⑥
→
保
健
師
・
保
育
士
に
か
か

る
資
格
・
免
許
を
有
す
る
方
ま
た

は
今
年
度
中
に
取
得
見
込
の
方
。

⑦
→
管
理
栄
養
士
資
格
を
有
す
る

方
。

◆
試
験
の
方
法

○
１
次
試
験
（
一
般
教
養
ほ
か
）

期
日
　
９
月
22
日
（
日
）

会
場
　
飛
騨
高
山
高
校
山
田
校
舎

○
２
次
試
験
（
面
接
・
論
文
、
体

力
検
査
（
消
防
職
の
み
））

期
日
　
10
月
下
旬

会
場
　
下
呂
市
役
所
下
呂
庁
舎

◆
申
込
方
法

　
試
験
案
内
、申
込
書
を
人
事
課
、

各
振
興
事
務
所
の
窓
口
で
お
渡
し

し
ま
す
。必
要
書
類
を
添
付
の
上
、

人
事
課
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

８
月
８
日
（
木
）
17
時
15
分
ま
で

（
郵
送
の
場
合
も
８
月
８
日
必
着
）

◆
申
込
・
問
合
先

〒
５
０
９-

２
２
９
５

下
呂
市
役
所
総
務
部
人
事
課
　

☎
24
・
２
２
２
２（
内
線
２
２
１
）

地
域
で
の
福
祉
懇
談
会
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

ベンチキット希望団体の募集
◆団体応募資格　下呂市民で構成するコミュニティ
組織（自治会、スポーツ団体など）で、おおむね 5
名以上で構成される団体。
◆応募条件
①ベンチの組立は、団体の構成員が実施すること。
②作成したベンチは主に団体の活動に使用するこ
と。
③ベンチの設置および管理は団体が責任を持って
行うこと。

◆配布台数　1団体につき 2～ 5台（総数 100 台）
◆サイズ　幅 150 センチ奥行 40 センチ高さ43 センチ
◆応募方法　「間伐材利用ベンチキット配布申込書」
を期限までに持参またはファックスでお送りくださ
い。
※「募集要領」および「申込書」は総合政策課また
は各振興事務所窓口にありますので、詳細を確認の
上お申し込みください。（ホームページからもダウン
ロードできます。）
◆応募期限　7月31日（水）必着
（この事業は、環境保全の取組みを目的に「清流の
国ぎふ森林・環境税」を活用しています。）
◇問合先／経営管理部総合政策課 
　　　　　　　　　　　　☎ 24-2222（内線 254）



種別 団地名 住戸番号 構造・階数 間取り 家賃（円） 建設年度 住所
公営 相原団地 １０３号 中層耐火３階建 3ＤK 16,000～31,400 Ｓ58 金山町金山

7 月募集住宅 ◆募集期間▷ 7月 1 日～ 25 日まで　◆入居予定日▷ 9月 1 日
◇問合先／建設部建築課 ☎ 52-2000  内線 218

就業支援講習会受講者の募集
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　岐阜県ひとり親家庭就業・自立支援センターでは、
母子家庭のお母さん（父子家庭のお父さんを含む）を
対象に、就業を支援するための講習会を開催します。
◆講習項目　介護職員初任者研修・医療事務講習
◆受 講 料　無料（ただし教材費は本人負担です）
◆申込期間　7月1日（月）～ 7月18日（木）
◆申込方法　児童福祉課へ電話でお申込みください。
◆面  接  日　応募者の中から、抽選により受講者（面
接者）を決定します。受講者には、母子家庭の母な
どに対し就業を支援する「ひとり親自立支援プログ
ラム策定事業」にご協力いただきます。
　面接日は 8月23日（金）10時～16時、会場は飛騨
総合庁舎（高山市）です。
◇申込・問合先／福祉部児童福祉課
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　自衛官採用説明会
開催日／ 7 月 27 日（土）、28 日（日）
　　　　8 月 3 日（土）、4 日（日）、8 日（木）
会　場／高山市花岡町　自衛隊高山出張所
　　　　（高山ビル２階）10 時～17 時
◆問合先／自衛隊高山出張所　☎0577-32-3028
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と。
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行うこと。

◆配布台数　1団体につき 2～ 5台（総数 100 台）
◆サイズ　幅 150 センチ奥行 40 センチ高さ43 センチ
◆応募方法　「間伐材利用ベンチキット配布申込書」
を期限までに持参またはファックスでお送りくださ
い。
※「募集要領」および「申込書」は総合政策課また
は各振興事務所窓口にありますので、詳細を確認の
上お申し込みください。（ホームページからもダウン
ロードできます。）
◆応募期限　7月31日（水）必着
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市役所庁舎　（下呂）☎24-2222　（萩原）☎52-2000
振興事務所　（小坂）☎62-3111　（金山）☎32-2201　（馬瀬）☎47-2111　教育委員会　☎52-2900☎
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時 分 番組名

7
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

8
0 もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組

9
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報 

10 0 サイエンスチャンネル

11
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内

12
0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

13
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

14 0 チャンネル下呂インフォメーション

15
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 チャンネル下呂インフォメーション

16
0 もっと！週刊まめなかな

30 防災情報

17
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報

18 0 サイエンスチャンネル

19
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へＧＯ！

20
0 もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組 

21
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報

22 0 サイエンスチャンネル

23
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内 

0～6 0 お買物情報

チャンネル下呂特別番組「鳳凰座歌舞伎　定期公演」

下呂市御�野の鳳凰座で今年 5 月 3 日と 4 日に「鳳凰座歌舞
伎　定期公演」が行われました。このうち、4 日の公演の模
様をチャンネル下呂では特別番組としてお送りします。
●放送チャンネル・・・地上デジタル 12 チャンネル
●放送日時・・・7 月 6 日（土）19 時～、7 日（日）19 時～
●再放送・・・① 7 月 13 日（土）13 時～、14 日（日）13 時～
　　　　　　　   ※土曜日は公演前半、日曜日は公演後半を放送
　　　　　　　② 8 月 14 日（水）13 時～、15 日（木）13 時～
　　　　　　　    ※水曜日は公演前半、木曜日は公演後半を放送

●週刊まめなかな（毎週水曜日更新）
　季節の話題、スポーツ、展示会から学校の行事まで、市内の話
題が満載の市民のための情報番組です。朝７時から２時間おきに
１日９回放送します。

〈7月のコーナー〉
7/3 ～ 7/16こんにちは！市役所です
　　　　　　市役所から耳寄りな情報や話題などをお知らせします。
　　　　　　今回は、下呂市の特産品を紹介するホームページ開設
　　　　　　のお知らせです。

7/10 ～ 7/16ずっと健康～目指せ！健康長寿のまち～
　　　　　　市民の皆さんと一緒に「健康」と「まちづくり」を考
　　　　　　えていくコーナー。今回は「下呂市の健康実態」につ
　　　　　　いて考えます。

7/17 ～ 7/30下呂市小学校リレー訪問
　　　　　　子どもリポーターが自分たちの学校や地域を紹介します。
　　　　　　今回は上原小学校を紹介します。

●下呂へ GO ！（毎月１日更新）
下呂市の魅力をお届け！オススメのグルメスポット、観光スポット
を紹介します。

★情報提供はこちらへ★
チャンネル下呂  FAX   34-0701

ハガキ 〒509-1695
下 呂 市 金 山 町 大 船 渡 600 番 地 8
金山振興事務所内 CCN（株）
メール  chgero@ccn-catv.co.jp HP http://geronet.info/chgero/

※いずれの場合もお名前と連絡先を必ずご記入ください。
※情報提供にかかる個人情報は、目的以外には使用しません。

チャンネル下呂ではスポットCMを募集しています。詳しくは下呂ネットサービスまで☎ 25-3336
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10:00 ～ 12:00 当館多目的室

７月の行事 ８月の行事

縄 文 土 器 の 美 と 面 白 さ

展示・講座・イベント

　ふしぎな模様が付けられた縄文時代の土器。現代にはな

いバランスのとれたその模様は、時として美しく、また面

白さを感じさせてくれます。

　今回は、縄文土器の美と面白さをテーマに、市内出土品

の優品等を展示し、親子で楽しめる内容になっています。

日付

▲展示・講座・イベントの詳細はお問い合わせください

開催期間／７月２０日（土）～９月１日（日）　
会　　場／下呂ふるさと歴史記念館特別展示室
開館時間／午前９時～午後４時 30 分最終ご入場
観 覧 料／無　料

６（土）

７（日）

13（土）

14（日）

20（土）

21（日）

27（土）

28（日）

夏の企画展

「縄文土器の美と面白さ」

講 座・ イ ベ ン ト講 座・ イ ベ ン ト 展 示展 示 日付

夏 の 企 画 展

製作体験 ｢縄文体験」

縄文体験には受付時間帯と各回定員がございます。事前に利用

状況をお問い合わせ頂けますと、スムーズにご案内ができます。

土日祝日に実施中

【展示資料について】
　今回の展示では、小坂町南垣内遺跡出土の縄文土器の優
品 ( 指定文化財 ) の他、萩原町桜洞神田遺跡と峰一合遺跡出
土の縄文土器を展示。また、縄文土器作りの工程を示した
模型や、岐阜縄文土器クラブの作品も並びます。

３（土）

４（日）

10（土）

11（日）

17（土）

18（日）

24（土）

25（日）

製作体験 ｢縄文体験」

開館日全日実施中

８ 月 は 歴 史 記 念 館 の「 縄 文 体 験 」 を

　夏休みの自由研究の題材に是非「縄文体験」を。６年生
の社会で学習した「縄文土器」を当館で製作できます。料
金はお一人様８００円。土器作りの体験で、古代の技術の
高さを実感できます。大人の方も熱中できると好評です。

会期：９月１日まで

写真：縄文土器に文様を付ける様子

写真：ふしぎな縄文土器の文様

－ 夏 休 み の 特 別 企 画 展 －

夏の企画展

「縄文土器の美と面白さ」

会期：９月１日まで
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●下呂へ GO ！（毎月１日更新）
下呂市の魅力をお届け！オススメのグルメスポット、観光スポット
を紹介します。

★情報提供はこちらへ★
チャンネル下呂  FAX   34-0701

ハガキ 〒509-1695
下 呂 市 金 山 町 大 船 渡 600 番 地 8
金山振興事務所内 CCN（株）
メール  chgero@ccn-catv.co.jp HP http://geronet.info/chgero/

※いずれの場合もお名前と連絡先を必ずご記入ください。
※情報提供にかかる個人情報は、目的以外には使用しません。

チャンネル下呂ではスポットCMを募集しています。詳しくは下呂ネットサービスまで☎ 25-3336
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ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
助
成
期
間

　
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で

●
助
成
額

　
接
種
費
用
の
う
ち
５
０
０
０
円
を
助
成

し
ま
す
。（
た
だ
し
生
活
保
護
受
給
者

は
全
額
助
成
）

●
接
種
方
法

　
市
内
の
指
定
医
療
機
関
（
左
記
の
表
３
）

に
予
約
し
ま
す
。
接
種
日
に
市
の
予
診
票

に
記
入
の
上
、
対
象
と
確
認
で
き
た
方
に

は
接
種
費
用
の
助
成
が
で
き
ま
す
。
接
種

費
用
の
う
ち
５
０
０
０
円
以
上
の
差
額
分

は
自
己
負
担
で
医
療
機
関
に
支
払
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
へ
の
持
ち
物

①
運
転
免
許
証
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

　
そ
の
他
官
公
庁
が
発
行
す
る
身
分
証

明
証
（
住
所
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
）

②
胎
児
の
母
子
健
康
手
帳（
男
性
の
み
）

防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
助
成
の

対
象
と
な
る
方
は
、
妊
娠
中
に
風
し
ん
に
か

か
る
と
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
に
影
響
が
出
る
場

合
が
あ
る
た
め
接
種
を
勧
め
る
方
で
す
（
表

１
参
照
）。
助
成
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

も
妊
婦
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
で
は
自
費
で
も

予
防
接
種
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
履
歴
に
つ
い
て
は

左
記
の
表
２
を
参
考
に
母
子
健
康
手
帳
で

　
全
国
的
に
風
疹
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

風
し
ん
は
、
免
疫
の
な
い
女
性
が
妊
娠
中

（
特
に
妊
娠
初
期
）
に
感
染
す
る
と
、
胎

児
が
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
（
難
聴
・
心

疾
患
・
白
内
障
・
発
達
遅
延
な
ど
）
と
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
注
意
す
べ
き
疾
患
で

す
。赤
ち
ゃ
ん
を
風
し
ん
か
ら
守
る
た
め
、

予
防
接
種
を
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
下
呂
市
で
は
下
記
の
と
お
り
風
し
ん
の
予

風
し
ん
に
ご
注
意
を
! !

　

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　
24
‐
１
２
０
０

　診
療
科
目

　　内
科
、
小
児
科

　
　
　
　
　
　（
急
病
患
者
に
限
り
ま
す
）

　診
療
日
　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　診
療
時
間
　

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

　さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

7
・
8
月
の
担
当
医

7月
7
日
（
日
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

14
日
（
日
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

15
日
（

　）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

21
日
（
日
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

28
日
（
日
）
二
村

　克
（
二
村
医
院
）

8月
4
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

11
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

18
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

25
日
（
日
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

表2　風しん定期予防接種の変遷

月
・祝

地区 医療機関名 電話番号
小坂 市立小坂診療所 ６２－２２１２

萩原

中田医院 ５２－１０２２
二村医院 ５２－１００１
藤岡医院 ５２－３０３３
萩原北毉院 ５２－３４４４

下呂

下呂温泉病院（内科） ２５－２８２０
小池医院 ２５－６６８８
近藤医院 ２５－４４２８
花田医院 ２６－２０３６
黒木医院 ２４－１３０３

市立中原診療所 ２８－２００４
市立上原診療所 ２７－１０１２
おくむらクリニック ２５－６７００

金山 阿部医院 ３２－２０２５
市立金山病院（内科） ３２－２１２１

性別 下呂市に住所があり下記のすべてに該当する方

女　性

・平成 2年 4月 1日以前の生まれ
　（23歳以上）
・妊娠を希望または今後予定している方
　（妊娠中は接種できません）
・風しんにかかったことがない
・風しんの予防接種をしたことがない

男　性

・妻の妊婦健診で風しんの抗体が不十分と
　判定された
　（風しんの抗体検査でＨ I 価 16以下）
・風しんにかかったことがない
・風しんの予防接種をしたことがない

年齢
（H25.4.1 現在） 男 女

0〜 22歳 ２回個別接種

23〜 24歳 幼児期１回個別接種

25〜 33歳 中学生時に１回個別接種（一部幼児期に接種）

34〜 50歳 接種なし 中学校で集団接種１回

51歳以上 接種なし

表３　風しん予防接種費用の助成のできる医療機関

表1　対象要件
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７
月
は
厚
生

労
働
省
・
都
道

府
県
・
日
本
赤

十
字
社
が
主
催

す
る
「
愛
の
血

液
助
け
合
い
運
動
」
月
間
で
す
。

　
毎
年
夏
季
は
、長
期
休
暇
な
ど
に
よ
り
、

学
校
や
企
業
、
団
体
な
ど
か
ら
献
血
へ
の

協
力
が
得
に
く
い
時
期
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
血
液
製
剤
に
は
有
効

期
限
が
あ
る
た
め
、
輸
血
用
血
液
は
年
間

を
通
じ
て
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
若
年
者
数
の
献
血
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
今
後
輸
血
を
必
要
と
す
る

方
々
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、
若
年
層
は

も
と
よ
り
各
年
代
層
で
支
え
あ
っ
て
い
く

こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　
左
記
の
日
程
で
献
血
バ
ス
が
巡
回
し
ま

す
の
で
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
参
考
・
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

今
後
の
献
血
の
日
程

◎
７
月
16
日
㈫【
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
】

　
バ
ロ
ー
萩
原
店
　
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

◎ 

７
月
29
日
㈪

　
小
坂
振
興
事
務
所
　
10
時
30
分
～
12
時 

　
中
部
電
力
㈱
小
坂
電
力
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　
　
　  

　　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

※
献
血
受
付
業
務
は
日
本
赤
十
字
社
下
呂

市
金
山
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
飛
騨
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
や
ウ
イ
ル

ス
肝
炎
に
関
す
る
相
談
や
検
査
を
無
料
・

匿
名
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ

イ
ル
ス
（
エ
イ
ズ
）
の
抗
体
検
査
は
、
結

果
が
早
く
わ
か
る
「
迅
速
検
査
」
を
実
施

し
ま
す
の
で
陰
性
の
結
果
は
検
査
当
日
に

お
伝
え
す
る
事
が
可
能
で
す
。

　
検
査
は
毎
月
２
回
、
原
則
第
１
～
３

木
曜
日
の
午
前
９
時
～
11
時
に
行
う
ほ

か
、
夜
間
検
査
（
17
時
30
分
～
18
時
10

分
）
の
実
施
も
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際

は
実
施
日
の
前
日
17
時
ま
で
に
予
約
が
必

要
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
や
予
約
は
、
飛

騨
保
健
所
健
康
増
進
課
☎
０
５
７
７
・

33
・
１
１
１
１
（
内
線
３
０
９
ま
た
は

３
１
０
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
７
月
、
８
月
の
実
施
日
】

７
月
４
日
・
18
日
、
８
月
１
日
・
15
日

献
血
で

　救
え
る
命

　そ
こ
に
あ
る

     「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
月
間

エ
イ
ズ
・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の

　
　
　相
談
・
検
査
の
お
知
ら
せ

夏の脳梗塞を防ぎましょう

　
脳
梗
塞
は
夏
に
も
多
い
病
気
で
す
。
今
ま
で

脳
梗
塞
や
脳
出
血
は
血
圧
の
変
化
が
多
い
冬
場

に
発
生
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
最
近
で
は
意
外
に
夏
に
も
多
く
発
生
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
高
齢
化
、
脱
水
、
エ
ア
コ
ン
の

三
つ
。

◎
脳
卒
中
の
種
類

　
脳
出
血
や
脳
梗
塞
を
合
わ
せ
て
脳
卒
中
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
脳
出
血
は
頭
の
中
の
血
管
が
破
れ
て

出
血
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
り
、
脳
梗
塞
は
血

管
が
詰
ま
っ
て
お
こ
る
病
気
で
す
。
現
在
で
は
脳

出
血
よ
り
も
脳
梗
塞
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
脳
出
血
が
多
か
っ
た
こ
ろ
は
血
圧
の
管

理
が
不
十
分
で
、
栄
養
状
態
も
悪
く
血
管
が
破

れ
や
す
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
脂
質

異
常
症
や
糖
尿
病
な
ど
に
よ
る
動
脈
硬
化
に

よ
っ
て
血
管
が
詰
ま
る
病
気
が
増
え
た
た
め
に
脳

梗
塞
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
高
齢
化
が
こ
れ
を

一
層
促
進
し
て
い
ま
す
。

◎
脳
梗
塞
の
タ
イ
プ

　
脳
梗
塞
に
は
大
き
く
分
け
て
脳
塞
栓
症
と

脳
血
栓
症
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
脳

塞
栓
は
心
房
細
動
を
代
表
と
す
る
不
整
脈
な
ど

で
心
臓
の
中
な
ど
に
で
き
た
血
栓
が
血
管
を
と

お
っ
て
脳
の
血
管
を
詰
ま
ら
せ
る
も
の
で
す
。

脳
血
栓
は
脳
の
血
管
が
細
く
な
っ
て
詰
ま
る
も

の
で
、
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
動
脈
硬
化
で

す
。誰
で
も
加
齢
と
と
も
に
動
脈
硬
化
は
起
こ
っ

て
き
ま
す
が
、
高
血
圧
、
肥
満
、
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
喫
煙
、ア
ル
コ
ー

ル
の
過
剰
摂
取
な
ど
は
こ
れ
を
進
行
さ
せ
ま
す
。

◎
脱
水
と
脳
梗
塞

　
生
活
習
慣
病
を
持
っ
た
人
で
は
血
管
が
詰
ま

り
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
脱
水
が
加
わ

る
と
血
液
が
固
ま
り
や
す
く
な
り
血
栓
が
で
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
夏
に
脳
血
栓
が
多
い
理
由

は
脱
水
に
陥
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
減
量

や
過
労
は
脱
水
症
に
陥
り
や
す
く
若
い
人
で
も

水
分
補
給
を
怠
る
と
脳
血
栓
の
危
険
性
が
増
し

ま
す
。

◎
高
齢
化
と
脳
梗
塞

　
加
齢
と
と
も
に
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
血
管
は
細

く
な
り
詰
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
高
齢
人
口
の

増
加
に
よ
っ
て
脳
梗
塞
も
増
加
す
る
の
は
当
然
で

す
。
高
齢
に
な
る
と
体
内
の
水
分
量
が
減
少
し
、

体
温
調
節
機
能
が
低
下
し
、暑
さ
を
感
じ
に
く
い
、

汗
を
か
き
に
く
い
、
の
ど
の
渇
き
に
気
付
き
に
く

い
と
い
っ
た
熱
中
症
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
体
質

に
な
り
ま
す
。
水
分
の
こ
ま
め
な
補
給
が
脳
梗
塞

の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
エ
ア
コ
ン
と
脳
梗
塞

　
エ
ア
コ
ン
で
快
適
な
涼
し
さ
の
中
で
は
、
乾

燥
し
た
空
気
に
よ
っ
て
、
汗
を
か
か
な
く
て
も

体
の
水
分
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
夏
は
こ
の
よ

う
な
室
内
で
も
水
分
の
補
給
を
心
が
け
脱
水
の

予
防
が
大
切
で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
嫌
い
な
老
人

は
、
の
ど
の
渇
き
も
感
じ
に
く
い
中
で
熱
中
症

に
な
り
や
す
く
、
熱
中
症
に
な
る
と
体
の
中
の

水
分
が
失
わ
れ
血
液
が
固
ま
り
や
す
く
な
っ
て

脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
脳
梗
塞
は
早
期

に
治
療
す
れ
ば
治
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す

が
、
当
地
域
で
は
医
療
機
関
が
対
応
で
き
な
い

こ
と
も
多
く
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
に
よ
っ
て

夏
の
脳
梗
塞
を
自
己
防
衛
し
ま
し
ょ
う
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦

【
お
知
ら
せ
】

※
７
月
か
ら
金
山
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
の
診
療

日
が
、金
曜
日
か
ら
木
曜
日
に
変
わ
り
ま
す
。
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７
月
は
厚
生

労
働
省
・
都
道

府
県
・
日
本
赤

十
字
社
が
主
催

す
る
「
愛
の
血

液
助
け
合
い
運
動
」
月
間
で
す
。

　
毎
年
夏
季
は
、長
期
休
暇
な
ど
に
よ
り
、

学
校
や
企
業
、
団
体
な
ど
か
ら
献
血
へ
の

協
力
が
得
に
く
い
時
期
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
血
液
製
剤
に
は
有
効

期
限
が
あ
る
た
め
、
輸
血
用
血
液
は
年
間

を
通
じ
て
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
若
年
者
数
の
献
血
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
今
後
輸
血
を
必
要
と
す
る

方
々
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、
若
年
層
は

も
と
よ
り
各
年
代
層
で
支
え
あ
っ
て
い
く

こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　
左
記
の
日
程
で
献
血
バ
ス
が
巡
回
し
ま

す
の
で
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
参
考
・
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

今
後
の
献
血
の
日
程

◎
７
月
16
日
㈫【
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
】

　
バ
ロ
ー
萩
原
店
　
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

◎ 

７
月
29
日
㈪

　
小
坂
振
興
事
務
所
　
10
時
30
分
～
12
時 

　
中
部
電
力
㈱
小
坂
電
力
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　
　
　  

　　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

※
献
血
受
付
業
務
は
日
本
赤
十
字
社
下
呂

市
金
山
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
飛
騨
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
や
ウ
イ
ル

ス
肝
炎
に
関
す
る
相
談
や
検
査
を
無
料
・

匿
名
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ

イ
ル
ス
（
エ
イ
ズ
）
の
抗
体
検
査
は
、
結

果
が
早
く
わ
か
る
「
迅
速
検
査
」
を
実
施

し
ま
す
の
で
陰
性
の
結
果
は
検
査
当
日
に

お
伝
え
す
る
事
が
可
能
で
す
。

　
検
査
は
毎
月
２
回
、
原
則
第
１
～
３

木
曜
日
の
午
前
９
時
～
11
時
に
行
う
ほ

か
、
夜
間
検
査
（
17
時
30
分
～
18
時
10

分
）
の
実
施
も
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際

は
実
施
日
の
前
日
17
時
ま
で
に
予
約
が
必

要
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
や
予
約
は
、
飛

騨
保
健
所
健
康
増
進
課
☎
０
５
７
７
・

33
・
１
１
１
１
（
内
線
３
０
９
ま
た
は

３
１
０
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
７
月
、
８
月
の
実
施
日
】

７
月
４
日
・
18
日
、
８
月
１
日
・
15
日

献
血
で

　救
え
る
命

　そ
こ
に
あ
る

     「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
月
間

エ
イ
ズ
・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の

　
　
　相
談
・
検
査
の
お
知
ら
せ

夏の脳梗塞を防ぎましょう

　
脳
梗
塞
は
夏
に
も
多
い
病
気
で
す
。
今
ま
で

脳
梗
塞
や
脳
出
血
は
血
圧
の
変
化
が
多
い
冬
場

に
発
生
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
最
近
で
は
意
外
に
夏
に
も
多
く
発
生
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
高
齢
化
、
脱
水
、
エ
ア
コ
ン
の

三
つ
。

◎
脳
卒
中
の
種
類

　
脳
出
血
や
脳
梗
塞
を
合
わ
せ
て
脳
卒
中
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
脳
出
血
は
頭
の
中
の
血
管
が
破
れ
て

出
血
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
り
、
脳
梗
塞
は
血

管
が
詰
ま
っ
て
お
こ
る
病
気
で
す
。
現
在
で
は
脳

出
血
よ
り
も
脳
梗
塞
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
脳
出
血
が
多
か
っ
た
こ
ろ
は
血
圧
の
管

理
が
不
十
分
で
、
栄
養
状
態
も
悪
く
血
管
が
破

れ
や
す
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
脂
質

異
常
症
や
糖
尿
病
な
ど
に
よ
る
動
脈
硬
化
に

よ
っ
て
血
管
が
詰
ま
る
病
気
が
増
え
た
た
め
に
脳

梗
塞
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
高
齢
化
が
こ
れ
を

一
層
促
進
し
て
い
ま
す
。

◎
脳
梗
塞
の
タ
イ
プ

　
脳
梗
塞
に
は
大
き
く
分
け
て
脳
塞
栓
症
と

脳
血
栓
症
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
脳

塞
栓
は
心
房
細
動
を
代
表
と
す
る
不
整
脈
な
ど

で
心
臓
の
中
な
ど
に
で
き
た
血
栓
が
血
管
を
と

お
っ
て
脳
の
血
管
を
詰
ま
ら
せ
る
も
の
で
す
。

脳
血
栓
は
脳
の
血
管
が
細
く
な
っ
て
詰
ま
る
も

の
で
、
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
動
脈
硬
化
で

す
。誰
で
も
加
齢
と
と
も
に
動
脈
硬
化
は
起
こ
っ

て
き
ま
す
が
、
高
血
圧
、
肥
満
、
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
喫
煙
、ア
ル
コ
ー

ル
の
過
剰
摂
取
な
ど
は
こ
れ
を
進
行
さ
せ
ま
す
。

◎
脱
水
と
脳
梗
塞

　
生
活
習
慣
病
を
持
っ
た
人
で
は
血
管
が
詰
ま

り
や
す
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
脱
水
が
加
わ

る
と
血
液
が
固
ま
り
や
す
く
な
り
血
栓
が
で
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
夏
に
脳
血
栓
が
多
い
理
由

は
脱
水
に
陥
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
減
量

や
過
労
は
脱
水
症
に
陥
り
や
す
く
若
い
人
で
も

水
分
補
給
を
怠
る
と
脳
血
栓
の
危
険
性
が
増
し

ま
す
。

◎
高
齢
化
と
脳
梗
塞

　
加
齢
と
と
も
に
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
血
管
は
細

く
な
り
詰
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
高
齢
人
口
の

増
加
に
よ
っ
て
脳
梗
塞
も
増
加
す
る
の
は
当
然
で

す
。
高
齢
に
な
る
と
体
内
の
水
分
量
が
減
少
し
、

体
温
調
節
機
能
が
低
下
し
、暑
さ
を
感
じ
に
く
い
、

汗
を
か
き
に
く
い
、
の
ど
の
渇
き
に
気
付
き
に
く

い
と
い
っ
た
熱
中
症
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
体
質

に
な
り
ま
す
。
水
分
の
こ
ま
め
な
補
給
が
脳
梗
塞

の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
エ
ア
コ
ン
と
脳
梗
塞

　
エ
ア
コ
ン
で
快
適
な
涼
し
さ
の
中
で
は
、
乾

燥
し
た
空
気
に
よ
っ
て
、
汗
を
か
か
な
く
て
も

体
の
水
分
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
夏
は
こ
の
よ

う
な
室
内
で
も
水
分
の
補
給
を
心
が
け
脱
水
の

予
防
が
大
切
で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
嫌
い
な
老
人

は
、
の
ど
の
渇
き
も
感
じ
に
く
い
中
で
熱
中
症

に
な
り
や
す
く
、
熱
中
症
に
な
る
と
体
の
中
の

水
分
が
失
わ
れ
血
液
が
固
ま
り
や
す
く
な
っ
て

脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
脳
梗
塞
は
早
期

に
治
療
す
れ
ば
治
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す

が
、
当
地
域
で
は
医
療
機
関
が
対
応
で
き
な
い

こ
と
も
多
く
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
に
よ
っ
て

夏
の
脳
梗
塞
を
自
己
防
衛
し
ま
し
ょ
う
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦

【
お
知
ら
せ
】

※
７
月
か
ら
金
山
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
の
診
療

日
が
、金
曜
日
か
ら
木
曜
日
に
変
わ
り
ま
す
。
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◆できることを少しずつ　　香山リカ
◆森浩一の考古交友録　　森　浩一
◆モノ・人・お金自分整理のすすめ� 阿部絢子
◆心と体を整える子育て力� 齊藤　孝
◆「余命３カ月」のウソ� 近藤　誠
◆フィリピンの小さな産院から　冨田江里子
◆普段着ＢＯＯＫ� 香菜子
◆おいしいね。まずはおだしで。� 後藤加寿子
◆残りパンでごちそうレシピ� 藤田千秋
◆沢登り� 手嶋亨と童人トマの風
◆ぼくらの文章教室� 高橋源一郎
◆駄句だくさん�　 �����������������山藤章二

◆恐竜を掘ろう　          大和田伸也
◆ああ父よああ母よ��　　  加賀乙彦
◆心� 姜　尚中
◆わりなき恋� 岸　惠子
◆陽炎の門　����　�����������������葉室　麟
◆シヴェルニーの食卓　　��原田マハ 
◆夢幻花� 東野圭吾
◆色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年�村上春樹
◆見上げた空の色� 宇江佐真理
◆ほんとのこと言えば？� 佐野洋子
◆耐えて、咲く� 大塚範一
◆私が日本人になった理由  ドナルド・キーン

新●着●図●書

問合先）　はぎわら図書館 ☎52-2901　下呂図書館 ☎25-2489　金山図書館 ☎32-2449　小坂図書室 ☎62-3111　馬瀬図書室 ☎47-2111

7

下呂市図書館ホームページ　http://lib.city-gero.jp　

　

13日（土）10:30～金 山 図 書 館

　 　　  10:30～下 呂 図 書 館

　　　　 10:30～はぎわら図書館 

27日（土）    14:00～下呂中央児童館

はぎわら  夏の風物詩を楽しむ！
　下呂　　推理小説の楽しみ
　　　　戦記を知る
   金山　　読んで涼しくなる本

7

※下呂市図書館ホームページでは、貸出状況・予約状況のほか、新着情報等も検索できます

　折り紙教室を開催します（中級）

7 月 20 日 ( 土 ) 13:00 ～ はぎわら図書館
7 月 27 日 ( 土 ) 13:00 ～ 金山図書館
各回 15 名程度募集です。定員に余裕が
ありますので、ぜひご参加ください。

http://lib.city-gero.jp/ＵＲＬ

■南ひだ健康道場の催し
①季節のキムチづくり
7月13日（土）10時～13時
参加料▷１人1,500円
定員▷20人（要予約）
持ち物▷エプロン、三角巾、まな板
ポイント▷季節の野菜を使って本場
のキムチを作ります。
②こんにゃくづくり
7月28日（日）、8月4日（日）
　　13時30分～15時30分
参加料▷１人800円
定員▷各日30人（要予約）
持ち物▷エプロン、三角巾

ポイント▷地元で採れたこんにゃく
芋を使って下呂の名産品「こんにゃ
く」を昔ながらの製法で作ります。
問合先▷南ひだ健康道場
        　　　　　　　☎ 55-0010
■Ｂ型肝炎の患者さんのための医療講
演と給付金についての説明・個別相談会
日時▷7月20日（土）13時30分～
会場▷高山市民文化会館  3階 講堂
※参加費・相談料・事前予約不要
問合先▷全国Ｂ型肝炎訴訟名古屋
（愛知・岐阜・三重）弁護団事務局
　　　　　　　 ☎052-961-0788
■2日間で学ぶ　創業セミナー
創業に必要な基礎知識などをわかりやすく説明。
日時▷7月6日（土）～7日（日）
　　　9時30分～16時30分
場所▷高山西商工会館（飛騨水無神社前）
問合先▷岐阜県商工会連合会
　　　　　　　　　　☎0577-53-3330

■放送大学学生募集（資料無料進呈）
放送大学では平成25年度第2学期（10
月入学）の学生を募集しています。
出願期間▷8月31日（土）まで
問合先▷放送大学岐阜学習センター
　　　　☎058-273-9614
■7月の小坂の滝めぐりツアー開催日
7月7日（日）百間滝（上級）
7月13日（土）あまつばの滝（中級）
7月20日（土）回廊の滝（上級）
7月21日（日）赤谷（沢登）
7月27日（土）しょうけ滝（上級）
7月28日（日）赤谷（沢登）
※集合場所・時間などについてはお問い合わ
せください。市民価格でご案内しています。
問合先▷ＮＰＯ法人飛騨小坂200滝☎62-2215
■アクア・トトぎふ小学生以下入館無料
期間▷７月13日（土）～15日（祝）
問合先▷アクア・トトぎふ
　　　　　　　　☎0586-89-8200
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ご結婚

ご誕生

人 動の き 男性：17,156 人　女性：18,649 人
合計：35,805 人（－ 40 人）
世帯：12,528 世帯

人口（平成25年6月１日現在）

6月10日戸籍受付分までを掲載

桂川　三郎（萩原町桜洞）� 80
日下部と 子（萩原町古関）�99
岩木呂　實（萩原町中呂）� 67
内木　�夫（萩原町上上呂）�78
柚原　義次（萩原町尾﨑３）90
今井　敏彥（小坂町門坂）� 65
長谷川咲子（小坂町大島）　 87
山下　寛一（小坂町大島）���� 92
二村　平助（小坂町落合）���101
中川　繁之（三原）　　　�　 66
細江以津子（蛇之尾）�　　　88
丹羽 一郎（御厩野）　　　� 90
齋藤　　和（小川）　��　　�� 89
中川　孝司（少ケ野）　　　� 82
清水　けう（少ケ野）　　　�97
加藤美恵子（森）　�　　�　� 87
川田　���昇（野尻）　　�　　60
和合　利一（御厩野）　　　� 83
土屋　直道（焼石）　　　�　88
鷲見　育弘（森）　　　������� 78
河村　りつ（御厩野）　　���� 95
田口　富雄（夏焼）　　　　� 78
今井　良子（小川）　　　���� 61
田口　文雄（夏焼）　　� ������84
今井　政勝（森）　　　������� 60
古田宇喜一（野尻）　　　　� 63
日下部季治（金山町諏訪町）� 88
亀山　　淳（金山町中原）　� 85
杉山昭之助（金山町橋本町）� 85
池戸　治子（金山町戸川）　� 64
亀山　裕士（金山町弥生町）64
田口　由枝（金山町戸川）�　92
小池　　勲（馬瀬西村）　　�76
二村　一郎（馬瀬惣島）�　　95

河村　　学（小川）
曽我　瑛子（野尻）

熊﨑　拓生（萩原町古関）
竹地亜祐美（加茂郡八百津町）

髙鳥　有弘（富山市）
渡邉　敦美（萩原町萩原下）

中丸　公博（萩原町山之口）
中島　亜美（乗政）

川瀬　浩二（馬瀬中切）
宮田　佳織（高山市）

石橋　芽依（森）
　　　　聡　智子

　　め　い

中島　嘉穂（萩原町萩原上）
　　　　勇太　綾

　　か　ほ

熊澤　海音（宮地）
　　　　雄介　恵

　　みおん

和田　直樹（萩原町上村）
　　　　由隆　佳苗

　　なおき

細江　和正（保井戸）
奥田　民恵（森）

人の動きは届出時点で市内に住民票がある方を掲載しています。

小林　　湊（萩原町萩原中）
　　　　俊介　久美子

　　　みなと お悔やみ

奥村　碧泰（萩原町萩原下）
　　　　昌泰　あゆみ

　　�あおた

サマージャンボ宝くじ
2000万サマー同時発売

曽我　昌弘（野尻）
今井百合恵（少ケ野）

川尻　紅羽（金山町戸川）
　　　　康良　春菜

　　くれは

紙谷　優空（森）
　　　　厚史　奈美

　　ゆ　ら

亀山　凛華（金山町西沓部）
　　　　孝　美穂

�りんか　

河㞍　季奈（金山町本町 1）
　　　　慎司　美紀

　　き　な

星屋　賢誠（金山町菅田 10）
　　　　潤　沙織

　　けんせい

今井　美月（萩原町羽根）
　　　　亮太　英里

　　みつき

島　　豪大（萩原町羽根）
　　　　大地　弘美

������ごうだい

黒木　留三（萩原町桜洞）� 91
青木　英子（萩原町山之口）83�
熊崎日出雄（萩原町羽根）� 69

※先月号の「ご誕生」の記載に
誤りがありました。正しくは次
のとおりです。お詫びして訂正
いたします。

◎発売期間　7月10日㈬～8月2日㈮
この宝くじの収益金は
市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

二村　百香（森）
　　　　裕也　真里子

　　ももか

青木　瑠花（東上田）
　　　　則仁　悦子

　　る　か

田口　瑛菜（宮地）
　　　　賢悟　雅子

　　えいな

曽我　柚稀（乗政）
　　　　政嗣　美央

　　ゆずき

  7月は
「青少年の非行・被害防止
  　   全国強調月間」です。

《
編
集
後
記
》 

　
今
年
の
梅
雨
入
り
は
平
年
よ
り
も
10
日
ほ
ど
早
く
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
雨
が
降
り

ま
せ
ん
。
６
月
12
日
「
東
海
の
水
が
め
」
と
呼
ば
れ
る

岩
屋
ダ
ム
で
は
、
一
部
節
水
の
実
施
を
発
表
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
の
は
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
と
捉
え
が
ち
で
す
。
水
源
の
下
流
域
に
住
む

人
た
ち
は
、
私
た
ち
よ
り
も
は
る
か
に
〝
水
の
有
難
味
〟

を
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
わ

が
家
で
は
、毎
朝
毎
晩
、子
ど
も
と
一
緒
に
ヒ
マ
ワ
リ
に

水
や
り
を
す
る
の
が
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
日
、

ふ
と
気
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
水

や
肥
料
を
与
え
て
い
る
の
に
全
く
成
長
す
る
様
子
が
違

う
の
で
す
。植
物
も
人
も
一
緒
。子
ど
も
の
成
長
も
違
っ

て
当
た
り
前
な
の
だ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
個
性
な
ん
だ
と
、

や
っ
と
気
付
い
た
の
で
す
。
い
つ
の
日
か
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
花
を
咲
か
せ
る
で
あ
ろ
う
、
ヒ
マ
ワ
リ
と
子
ど

も
ら
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

山内　慎也（金山町中切）
土屋　美智（加茂郡坂祝町）
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「安心・安全なまち」を目指して
～消防本部からのお願い～

◆住宅用火災警報器は“おうちの守り神”
　昨年末から今年にかけて、住宅火災が多く発生していま
す。「火災を防ぎ、火災から命を守る」ためには、どうす
ればよいのでしょうか？　そのためには、防火意識を高め
る事が大切ではないでしょうか。
　全国的な傾向として、住宅用火災警報器の未設置住宅か
らの出火が多く、防火意識の低さがうかがえます。未設置
の方は今すぐ設置して、家族・地域で防火防災について話
し合い、火災のない“安心安全なまち”を目指しましょう。
　また、各地で住宅用火災警報器の悪質訪問販売も発生し
ていますのでご注意ください。
　　　　　　　　　　　　　【下呂市消防本部・予防課】

　住宅用火災警報器を
　設置している皆さんへ

　警報器から「ピッ」という音が定
期的に鳴る場合は、電池切れの可能
性がありますので、電池を交換して
ください。（※機種によっては機器
交換の場合もあります）

地域・やる
気・元気　

地域・やる
気・元気　

地域・やる
気・元気　 ～きもちいいな　まぜいいな～

癒やしの馬瀬をを発信

　全国 49市町村で作る「日本で最も美しい村連合」
に加盟する下呂市馬瀬。馬瀬をＰＲするためのキャ
ラクターとロゴマークが完成し、手ぬぐいやバッジ
などのグッズも制作され、6月には近隣の美しい村
連合加盟の村と一緒に手ぬぐいを頭に巻いて観光Ｐ
Ｒも行われました。今後はキャラクターの名称募集
や 10月には馬瀬清流の里健康ウォーキングが開催
されるなど、馬瀬地域がひとつになって元気になる
取り組みがどんどん計画されています。国内外から
訪れた人が馬瀬でのんびりできるような癒やしの地
域づくりをめざして、馬瀬を愛する15名のメンバー
が一丸となって活発な意見が交わされています。

平成 23年 6月から住宅用火災警報器の
設置が義務化となりました。




